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においてMg移植群が，対照群，Ti 移植群より有意に高かった（p<0.05）。SEM/EDX では，1 週
のMgプレート表面には腐食生成物が確認され，Ti プレート表面と比較し多量のCa，Pの析出が認
められた。ICP-MS では，8週で移植部周囲の軟組織中Mg，P濃度はMg移植群が有意に高かった
（p<0.05）が，Mg移植群では 2，4，8週で有意な変化はみられなかった。また血液，尿のMg濃度は，
Mg移植群が高い値を示したが腎臓，肝臓では同様の実験群間に有意な差は認められなかった。Mg
移植群の肝臓および腎臓の病理組織学的所見では，いずれの週でも病的な所見は認められなかった。
Mg移植部周囲には，溶出したMgに加え，誘導された Ca，Pがみられ，Mg合金の表面に析出
するだけでなく，骨芽細胞を介した新生骨形成に関与する可能性が示唆された。本研究は骨再生医
歯学および臨医学歯学の分野に大きく貢献することが期待され , 博士（歯学）の学位論文として相応
－ 20 －
しいと判断する。
